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京
都
・
鴨
川
河
原
の
歴
史

～
「
四
条
河
原
」
「
五
条
河
原
」
に
生
き
た
人
び
と
～

下
坂

守

は
じ
め
に

四
条
河
原
の
歴
史

河
原
者
の
集
落

五
条
河
原
の
歴
史

坂
者
と
そ
の
集
落

河
原
者
と
坂
者

略
年
表

天
正

年
（
一
五
八
九
）

五
条
橋
（
清
水
寺
橋
）
の
廃
絶

17

天
正

年
（
一
五
九
一
）

四
条
橋
（
祇
園
橋
）
の
廃
絶

19

慶
長

年
（
一
六
一
一
）

高
瀬
川
の
開
通

16

寛
文

年
（
一
六
七
〇
）

鴨
川
の
新
堤
の
構
築

河
川
敷
（
「
新
屋
敷
」）
の
造
成

10

一
、
四
条
河
原
（
鴨
川
の
西
岸
）

ー

「
河
原
者
宿
所
」

ー

１
〔
天
狗
草
紙
〕「
伝
三
井
寺
巻
」
第
五
段

（
絵
１
）

あ
る
天
狗
酔
狂
の
あ
ま
り
四
条
河
原
辺
に
い
て
ゝ
肉
食
せ
む
と
し
け
る
に
、
穢
多
、
肉
に
針
を
さ
し
て

お
き
た
る
を
し
ら
す
し
て
に
き
て
け
る
に
、
は
り
を
手
に
た
て
ゝ

す

て
ん
と
し
け
れ
と
も
、
す
て
か

（

針

）

（
捨
）

ね
、
穢
多
童
に
と
ら
れ
て
く
ひ
を
ね
ち
こ
ろ
さ
れ
に
け
り
。

（

首

）

（

殺

）

（
補
注
）
『
魔
仏
一
如
絵
詞
』
の
鳥
の
羽
を
む
し
る
女
性
の
言
葉

「
わ
か
と
り
に
て
あ
り
け
る
、
よ
き
は
ね
か
な
」

２
〔
一
遍
上
人
絵
伝
〕

同
七
年
閏
四
月
十
六
日
、
関
寺
よ
り
四
條
京
極
の
釈
迦
堂
に
い
り
給
、
貴
賤
上
下
群
れ
を
な
し
て
人
ハ

か
へ
り
見
る
事
あ
た
は
す
、
車
は
め
く
ら
す
こ
と
を
え
さ
り
き
。

３
〔
齋
藤
基
恒
日
記
〕
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
三
）
十
一
月

一
性
具
な
ら
び
に
安
積
の
首
、
大
路
を
渡
さ
る
。
獄
門
に

樗

木
今
度
こ
れ
を
植
う
。
一
の
枝
に
性
具
、

お
う
ち

二
の
枝
に
安
積
の
首
こ
れ
を
梟
首
せ
ら
る
。
（
中
略
）

一
河
原
者
千
人
、
兵
具
を
帯
び
こ
れ
を
警
固
す
。

４
〔
長
興
宿
禰
記
〕
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
四
月
二
十
六
日
条

こ
の
日
、
賀
茂
の
氏
人
万
彦
大
夫
、
大
路
を
渡
さ
れ
、
六
条
河
原
で
首
を
切
ら
る
。
弟
男
は
大
路
を
渡

さ
ず
。
同
じ
く
首
を
切
ら
る
。
（
中
略
）
路
次
を
渡
す
時
、
荷
車
に
載
す
。
所
司
代
の
騎
馬
数
輩
、

小
舎
人
雑
色
数
多
、
河
原

者
数
百
人
前
後
こ
れ
を
守
護
す
。
洛
中
の
諸
人
群
集
し
こ
れ
を
見
物
す
。

こ

と

ね
り
ぞ
う
し
き

誅
せ
ら
る
る
の
後
、
す
な
わ
ち
河
原
に
お
い
て
梟
首
す
。
三
ヶ
月
と
云
々
。

５
〔
鹿
苑
日
録
〕
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
五
月
十
三
日

(

絵
３
・
４
・
５)

夜
半
火
気
空
に
浮
ぶ
。
四
條
道
場
の
前
、
河
原
者
宿
所
と
云
々
。
小
児
馬
牛
、
焼
け
る
と
云
々
。

う
ん
ぬ
ん
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６
〔
自
戒
集
〕

（
絵
１
・
２
）

穢
字
家
有
挼
藍
舩

染
作
異
高
潤
色
禅

若
踞
小
笠
原
殿
砌

定
有
十
文
一
疋
銭

穢
多
ヲ
穢
字
ト
云
ハ
公
家
語
也
、
エ
モ
シ
ノ
家
ニ
モ
ミ
ア
イ
ノ
舩
ア
リ
、

穢
字
の
家
に
挼

藍
の
舩
有
り
染
め
作
す
、
異
高
、
潤
色
の
禅
。
若
し
小
笠
原
殿
の

砌

に
踞
す
れ
ば
、
定
め
て
十
文

え
も
じ

も
み
あ
い

な

い
た
か

み
ぎ
り

一
疋
の
銭
有
ら
ん
。

（
平
野
宗
浄
編
『
一
休
和
尚
全
集
』
三
）

７
〔
前
田
玄
以
下
知
状
（
折
紙
）
〕
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
八
月

『
大
雲
院
文
書
』

余
部
屋
敷
の
内
、
浄
教
寺
、
透
玄
寺
、
春
長
寺
の
事
。
末
代
と
も
に
大
雲
院
次
第
た
る
べ
く
候
。
よ
っ

て
後
日
の
た
め
の
状
、

件

の
如
し
。

く
だ
ん

天
正
拾
九

民
部
卿
法
印

八
月
二
日

玄
以
（
花
押
）

大
雲
院

８
〔
祇
園
社
本
縁
雑
録
〕

（
地
図
１
・
２
・
３
）

御
地
広
さ
百
間
に
九
十
間
也

天
正
十
九
年
の
比
か
。
こ
の
外
あ
ま
へ
屋
敷
、
三
条
ノ
川
の
東
、
祇
園
境
内
へ
替
え
遷
る
也
。
昔
の
あ

こ
ろ

ま
へ
屋
敷
ハ
京
極
四
条
下
ル
大
雲
院
屋
敷
ノ
程
云
々
。

二
、
五
条
河
原
（
鴨
川
の
東
岸
）

ー

坂
の
集
落
と
長
棟
堂

ー

９
〔
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
〕
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）

一
諸
人
葬
送
の
時
、
山
野
に
随
身
せ
し
む
る
所
の
具
足
は
罷
り
取
る
と
雖
も
、
其
の
物
な
し
と
号
し
、

ぐ

そ
く

ま
か

葬
家
に
群
臨
し
、
不
足
を
責
め
申
す
の
事
、
停
止
せ
し
む
べ
し
。

（
中
略
）

一
癩
病
を
受
く
る
の
者
こ
れ
在
る
時
は
、
隠
便
の
使
者
を
以
て
、
子
細
を
申
し
触
る
る
の
時
、
自
身
な

ら
び
に
親
類
等
に
相
計
ら
し
め
、
重
病
の
上
は
、
在
家
の
居
住
、
始
終
相
計
る
べ
か
ら
ざ
る
に
依
り
、

罷
り
出
ず
れ
ば
子
細
有
る
べ
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
長
吏
と
し
て
涯
分
の
志
を
致
し
、
向
後
其

の
煩
い
を
止
む
べ
し
。
こ
の
義
に
背
き
、
過
分
の
用
途
を
責
め
取
り
、
数
多
の
非
人
を
付
け
呵

責

を

か

し
ゃ
く

成
し
恥
辱
を
与
う
る
事
、
こ
れ
を
停
止
せ
し
む
べ
し
。

（
中
略
）

建
治
元
年
八
月
十
三
日

長
吏
以
下
七
人
連
判

〔
祇
園
執
行
日
記
〕
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
正
月
二
十
六
日
条

10一
上
北
少
路
室
町
宮
内
大
輔
益
成
の
妻
女
、
去
年
十
二
月
十
九
日
、
他
界
の
間
、
あ
る
遁
世
者
、
伏
見
に

お
い
て
沙
汰
し
了
ん
ぬ
。
し
か
る
に
犬
神
人
等
、
輿
を
給
う
べ
き
の
由
譴
責
す
る
の
間
□
難
治
、
さ
し

お
わ

け
ん
せ
き

お
く
べ
き
の
由
、
犬
神
人
に
下
知
す
べ
き
の
由
、
益
成
の
許
よ
り
懇
望
の
間
、
寄
方
を
以
て
こ
の
分
下

よ
り
か
た

知
せ
し
む
の
処
、
奉
行
の
輩
ニ
相
尋
ね
て
委
細
申
す
べ
き
返
事
。
ま
ず
使
者
に
お
い
て
は
止
む
べ
き
の

由
申
す
の
間
、
状
に
載
せ
、
か
の
遣
い
に
申
し
遣
わ
し
了
ん
ぬ
。

お
わ

〔
河
原
者
五
月
・
治
郎
五
郎
結
縁
願
文
〕
文
安
四
年
十
一
月

清
水
寺
蔵

普
河
原
者
結
縁
為
也

右
意
趣
者
、
過
去
七
世
父
母
六
親
属
、
三
界
万
霊
十
方
至
聖
、
共
証
仏
果
利
益
衆
生
結
縁
吉
利

五
月
（
花
押
）

治
郎
五
郎
（
花
押
）

文
安
四
年
霜
月
十
七
日
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三
、
絵
図
に
見
る
「
坂
」
の
領
域

ー
弓
矢
町
と
物
吉
村
へ
ー

Ａ

清
水
寺
参
詣
曼
荼
羅
・
八
坂
法
観
寺
塔
参
詣
曼
荼
羅
が
描
く
中
世
「
坂
」
の
風
景

清
水
寺
参
詣
曼
荼
羅

五
条
橋

西
木
戸

長
棟
堂

癩
者
の
小
屋

六
波
羅
蜜
寺

坂
者
の
住
居

東
木
戸

八
坂
法
観
寺
塔
参
詣
曼
荼
羅

五
条
橋

西
木
戸

癩
者
の
小
屋

坂
者
の
住
居
（
一
軒
）

六
波
羅
蜜
寺

北
木
戸

「
坂
」
の
領
域
を
示
す
も
の

ー

木
戸
（
「
坂
」
の
四
至
）

Ｂ

古
絵
図
が
図
示
す
る
弓
矢
町
・
物
吉
村
の
領
域

図
１

建
仁
寺
方
彊
絵
図
写
（
建
仁
寺
蔵
）

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
二
月

図
２

京
都
明
細
大
絵
図
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
）

正
徳
・
享
保
（
一
七
一
一
～
一
七
三
六
）
頃

図
３

弓
矢
町
中
軒
役
絵
図
（
弓
矢
町
蔵
）

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
十
二
月
、

図
４

山
城
国
愛
宕
郡
御
蔵
入
一
紙
絵
図
（
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
）
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

①
弓
矢
町
の
町
域
は
大
和
大
路
と
松
原
通
り
（
「
清
水
海
道
」
。
旧
「
五
条
通
り
」
）
の
交
叉
点
を

中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
面
し
て
東
西
南
北
に
拡
が
る

②
弓
矢
町
の
東
西
南
北
に
は
次
の
よ
う
な
建
仁
寺
・
南
禅
寺
領
の
町
々
が
所
在
す
る

③
こ
れ
ら
建
仁
寺
・
南
禅
寺
領
と
の
町
境
に
は
、
道
（
大
和
大
路
、
松
原
通
り
、
耳
塚
海
道
）
に

す
べ
て
木
戸
が
設
置
さ
れ
る
。

Ｃ

建
仁
寺
伝
来
絵
図
が
図
す
る
「
坂
領
」「
坂
町
」
の
領
域

Ａ

建
仁
寺
西
門
前
敷
地
畑
改
図
（
部
分
図
）

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）

Ｂ

建
仁
寺
方
彊
絵
図
（
図
１
部
分
図
）

正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
二
月

Ｃ

鴨
川
河
原
四
条
五
条
間
絵
図
（
部
分
図
）

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
十
二
月

Ｄ

鴨
川
河
原
四
条
五
条
間
絵
図
（
部
分
図
）

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
以
前

Ｅ

賀
茂
川
筋
榜
尓
杭
之
図
（
部
分
図
）

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）

Ｆ

宮
川
町
裏
新
道
付
図
（
部
分
図
）

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
以
前

１
「
火
屋
」〔
絵
図
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
〕
と
物
吉
村

「
火
屋
」
の
位
置

ー

西
門
前
下
之
町
（
小
松
町
）
墓
所
図
（
図
６
）

２

大
和
大
路
よ
り
東

弓
矢
町
と
建
仁
寺
領
小
松
町
の
境
を
流
れ
る
「
谷
川
（
筋
）」

絵
図

ー

「
建
仁
寺
領
谷
川
筋
巾
三
尺
余
」〔
建
仁
寺
願
書
附
図
（
図
７
）〕

３

大
和
大
路
よ
り
西

物
吉
村
の
北
と
西
の
境
を
流
れ
る
「
大
溝
」

絵
図

ー

山
城
国
愛
宕
郡
御
蔵
入
一
紙
絵
図
（
図
４
）

４

轟
川
の
流
路

大
和
大
路
を
西
へ
横
断
し
た
あ
と
南
下
し
て
松
原
通
り
沿
い
の
流
れ
に
注
ぐ

絵
図

ー

建
仁
寺
西
門
前
敷
地
畑
改
図
（
図
Ａ
）・
宮
川
町
裏
新
道
付
図
（
図
Ｆ
）（

地
図
４
）
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四
、
河
原
者
と
坂
者

〔
後
愚
昧
記
〕
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
四
月
一
日
条

11
北
小
路
万
里
小
路

智
恵
光
院
の
辺
り
騒
動
す
。
相
尋
ぬ
る
の
処
、
土
佐
国
住
人
佐
川
仮
名
、
実
名

不

知

之

、

件
の
寺
中
に
居
住
す
。

（
中
略
）

寺
中
に
打
ち
入
る
の
処
、
佐
川
の
若
党
・

中

間
等
相
并
四
人
此
内
一
人
佐
川
親
類
、
只

今
自
土
州
上
洛
云
々
、

切
腹
し

ち
ゅ
う
げ
ん

（
マ
ヽ
）

了
ん
ぬ
。
こ
の
内
一
人
は
一
両
日
存
生
す
、
し
か
れ
ど
も
遂
に
以
て
死
去
す
。

（
中
略
）

お
わ

数
十
人
と
云
々
、

四
日
、
犬
神
人
、
智
恵
光
院
に
寄
せ
来
た
り
鼓
騒
す
と
云
々
。
こ
と
の
子
細
を
尋
ぬ
る
の
処
、
佐
川
の

下
人
死
人
等
、
川
原
者
こ
れ
を
取
り
棄
つ
。
衣
裳
を
取
る
の
間
、
犬
神
人
等
、
こ
れ
を
管
領
す
べ
し
と

す

称
し
、
川
原
者
取
る
と
こ
ろ
の
衣
裳
を
取
り
返
し
賜
う
べ
き
の
由
、
智
恵
光
院
を
譴
責
す
。
放
火
に
及

け
ん
せ
き

ぶ
べ
き
の
由
こ
れ
を
称
す
と
云
々
、
用
途
少
分
を
与
う
べ
き
の
由
、
寺
中

懇
望
す
る
と
い
え
ど
も
、

叙
用
せ
ざ
る
の
間
、
数
刻
退
散
せ
ず
。
し
か
れ
ど
も
川
原
奴
原
、
ま
た
智
恵
光
院
を
見
継
ぐ
べ
し
と
称

じ
ょ
よ
う

み

つ

し
て
、
多
く
以
て
甲

冑

を
帯
び
て
集
合
す
。
犬
神
人
も
し
や
か
の
威
を
畏
れ
る
か
、
引
退
し
了
ん
ぬ
。

か
っ
ち
ゅ
う

お
そ

お
わ

後
に
聞
く
、
侍
所
に
お
い
て
、
犬
神
人
と
川
原
者
と
問
答
を
番
え
る
の
処
、
川
原
者
理
致
の
由
判
断
の

つ
が

り

ち

間
、
無
力
嗷
々
の
沙
汰
に
及
ば
ず
、
犬
神
人
等

後

き
畢
ん
ぬ
と
云
々
。

ご
う
ご
う

し
り
ぞ

お
わ

む
す
び
に

近
世
以
降
の
四
条
河
原
と
五
条
河
原

十
七
世
紀
以
降
の
河
原
者
と
坂
者
と
癩
者
の
行
方

参
考
研
究

石
井
正
敏
「
崇
親
院
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
点
」（『
古
代
文
化
）

ー
５
（
古
代
学
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
所
載
図
参
照
。

32

横
田
則
子
「
「
物
吉
」
考
ー
近
世
京
都
の
癩
者
に
つ
い
て
ー
」（
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
研
究
』
三
五
二
号
、
一
九
九
一
年
）

宇
佐
美
英
機
「
「
京
洛
中
洛
外
場
帳
」
ー
近
世
京
都
癩
者
の
勧
進
場
図
ー
」
１
・
２
（
部
落
問
題
研
究
所
編
『
部
落
問
題
研
究
』
一
一
四

・
一
一
五
号
、
一
九
九
一
年
）

永
井
規
男
「
建
仁
寺
寺
地
全
図
と
近
世
建
仁
寺
の
景
観
」（
『
平
成
９
年
度
日
本
建
築
学
会
近
畿
支
部
研
究
報
告
書
』、
一
九
九
七
年
）

永
井
規
男
「
建
仁
寺
西
側
の
門
前
町
」
（
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
Ｂ
〕
研
究
代
表
者
永
井
規
男
「
近
世
東
山
の
景
観
構
成
諸
要
素
に

関
す
る
文
献
的
研
究
」
報
告
書
、
一
九
九
九
年
）

日
向
進
・
小
出
祐
子
「
近
世
に
お
け
る
建
仁
寺
門
前
地
区
の
開
発
ー
一
八
世
紀
の
新
地
開
発
ー
」
（
同
右
）

拙
稿
「
霊
洞
院
蔵
「
境
内
並
近
隣
之
記
」（
京
都
国
立
博
物
館
編
『
学
叢
』
三
七
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

拙
稿
「
中
世
「
四
条
河
原
」
再
考
」
（
奈
良
大
学
史
学
会
編
『
奈
良
史
学
』
二
三
号
、
二
〇
一
六
年
）


